広島県森林インストラクターと行く秋の霧ヶ谷湿原（芸北八幡）
広島県森林インストラクターと一緒に湿原を散策します。
自然再生事業の行われた霧ヶ谷湿原を地元ガイドと歩きながら生物多様性について学びます
里山を活用した地域活性化の取り組みを学びます

地域経済の活性化まで踏み込んだ先進的な「里山再生事業」を現地で視察します
１　日時：平成２７年９月１２日（土曜日）集合：午前９時３０分　少雨決行
（1） 集合場所：芸北高原の自然館に各自で集合（往復各自負担）
（2） 霧ヶ谷湿原散策：午前１０時～２時間程度
＊芸北トレッキングガイドから案内をしていただきます。
（3） 芸北せどやま再生事業地視察：１３時００分～２時間程度
＊認定ＮＰＯ法人西中国山地自然史研究会から説明をうけます。

２　募集対象・参加費
　広島県森林インストラクター協議会会員及び本行事に参加を希望する者（中学生以上）
　２０名程度（適時に次第締め切り）＊経費の一部を協議会事務局が負担して実施します。
（1） 広島県森林インストラクター協議会会員　ひとり１，０００円

（2） 非会員　ひとり１，５００円

＊参加費にはガイド料（高原の自然館入館料）・視察基本料金（資料代）が含まれます。
３　実施主体
（1） 主催：広島県森林インストラクター協議会

（2） 協力：認定非営利活動法人西中国山地自然史研究会
（3） 協力：芸北トレッキングガイドの会（北広島町観光協会芸北支部）
４　準備物

山を歩ける服装、雨具、弁当、飲み物、（双眼鏡、メモ帳、筆記用具）、など

５　申し込み方法
　次によりお申し込みください（裏面の申込書により、お申し込みください）
Ｅメール：k-yoshikawa@hiroshima-fa.or.jp  　　ＦＡＸ：０８２－８３７－１２１１

宛先：協議会事務局（吉川宛）
＊電話による問い合わせは受けておりません。必要な場合は電話番号を送付してください，折り返します。　　
６　その他
（1） 昼食は各自でお持ちください。高原の自然館に併設する食堂もご利用いただけます。
（2） 前泊が必要な場合は、北広島町観光協会芸北支部（0826-35-0888）にお問い合わせください。

自然再生事業とは，過去に失われた自然を積極的に取り戻すことを通じて生態系の健全性を回復することを直接の目的としています。直線化された河川の蛇行化による湿原の回復などを行います。

自然再生事業は，単に，景観を改善したり,特定の植物群を植栽するというのではなく，その地域の生態系の質を高め，引いては，その地域の生物多様性を回復していくことに狙いがあります。

八幡湿原自然再生事業では，科学的データに基づいた順応的な手法で，多様な主体の参画と連携のもとに事業が実施されました。


せどやま再生事業とは，木質バイオマスの利用を促進することで，使われなくなった「せどやま（裏山・里山）」の管理を促進し，地域の景観保全や環境保全（生物多様性の保全）を実現することです。

また，木質バイオマスの流通過程において芸北だけで使える「地域通貨」を活用することで，地域経済の活性化も図ります。

美しい里の景観を作りながら地域の活性化を目指すものです。
ＦＡＸ　０８２－８３７－１２１１
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